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“ひなびた田舎の温泉街”として人気の
「黒川温泉」。そのきっかけは
ブランドイメージの構築にありました

『黒川温泉』
くろかわおんせん

黒川温泉は、阿蘇山の北側、熊本県阿蘇郡南小国町にある
温泉地です。すべての宿に露天風呂があり、温泉めぐりが
できる温泉街に、とっこ記者が取材に行くようですが…。

みなみおぐにまち

い
え
、

温
泉
旅
行
だ
な
ん
て

思
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。

い
っ
て
き
ま
〜
す

黒
川
温
泉
、

サ
イ
コ
ー
！

か
っ
ぽ
手
形

１
枚
で
３
軒
！

は
し
ご
酒
、

楽
し
そ
う

そ
の
こ
ろ「
入
湯
手
形
」を
始
め
る
と

温
泉
街
を
散
策
す
る
人
が
増
え

知
名
度
も
上
昇
し
ま
し
た
。
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川
温
泉
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そ
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「黒川温泉観光旅館協同組合」
広報担当 後藤麻友さん

風
情
の
あ
る

温
泉
街
で
す
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い
ろ
ん
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お
店
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、お
酒
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飲
み
比
べ
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く
だ
さ
い

農
家
の
お
母
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コ
ラ
ボ
企
画
。
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感
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て
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人
気
が
出
る
と
模
倣
な
ど
が
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え
、

２
０
０
７（
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成
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、

地
域
団
体
商
標
を
登
録
。
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協
力
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作
っ
た
そ
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す
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南
小
国
町
じ
ゃ

な
い
の
に
！

み
な
み
お
ぐ
に
ま
ち

植樹をして雑木林をつくり
宿の看板をはずして、壁色も統一

雑
木
林
を
荒
ら
す

放
置
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当
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光
協
会
が

主
体
と
な
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だ
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て
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ま
す
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黒
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熊本県

地域の方と連携して

地域の特産品を盛り込んだ朝ごはん

そ
の
こ
ろ「
入
湯
手
形
」を
始
め
る
と

温
泉
街
を
散
策
す
る
人
が
増
え

知
名
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も
上
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し
ま
し
た
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最
近
は

南
小
国
町
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コラボ企画も実施中

出
張
な
の
に
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楽
し
そ
う
で
す
ね
。

ま
さ
か…

黒
川
温
泉
〜
♪

入湯手形で
３軒のお風呂に入れます

温泉街＝旅館の廊下
それぞれの宿＝旅館のお部屋




